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看護（Ｎ）

慢性･長期的な疾患･障害を持ちながら生活している対象(成人･老年）およびその家族が セルフケア能力を高め、
よりよい生活をするための看護支援方法を学習する。主な慢性疾患･障害の病態と治療の特徴、慢性疾患患者の
心理･社会的状況をアセスメントするための視点を理解し、看護支援方法を学習する。

1.栄養摂取・代謝障害を持つ患者の看護
2.呼吸機能障害を持つ患者の看護
3.排泄機能障害を持つ患者の看護
4.脳の疾患により運動機能障害を持つ患者の看護
5.感覚機能障害持つ患者の看護
6.脊髄の障害により運動機能障害を持つ患者の看護
7.認知症患者の看護
8.高次脳機能障害を持つ患者の看護

9.高齢者を取り巻く社会システムおよび家族
10.循環機能障害を持つ患者の看護
11.内部環境調節障害を持つ患者の看護
12.血液疾患・化学療法を受ける患者の看護
13.生体防御機能障害を持つ患者の看護
14.廃用障害予防・機能維持の看護と日常生活の看護
15.事例検討(成人、高齢者）

教）小玉敏江・亀井智子編『高齢者看護学』(中央法規）2007、鈴木志津枝他編『慢性期看護論』（ヌーヴェル
ヒロカワ）2005

授業への参加度、レポート、演習、筆記試験等で総合的に評価する。
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